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会
長 

齊
藤 

登 

新
し
い
年
を
迎
え
皆
様
に
は
ご
健
勝

に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
Ｏ
Ｂ
会
自
立
二
年
目
と
し
ま

し
て
総
会
を
深
谷
駅
前
の
埼
玉
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
２
０
０
名
に
迫
る
方
々
に

お
越
し
い
た
だ
き
、
盛
大
に
開
催
致
し

ま
し
た
。
普
段
会
え
な
い
職
場
の
仲
間
、

旧
友
の
方
々
と
の
交
流
も
盛
ん
に
行
わ

れ
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

永
年
、
深
谷
工
場
の
組
合
員
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
深
谷
労
組

が
、
映
像
事
業
の
青
梅
工
場
へ
の
移
転

に
合
わ
せ
深
谷
労
組
を
終
息
し
青
梅
労

組
と
統
合
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
度
の
総
会
で
多
大
な
深
谷
労
組

基
金
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
こ
の
基
金

の
運
用
は
Ｏ
Ｂ
会
員
が
多
く
集
ま
る
総

会
お
よ
び
五
年
毎
に
開
催
し
ま
す
イ
ベ

ン
ト
事
業
の
補
助
に
有
効
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。 

研
修
バ
ス
旅
行
で
は
山
梨
県
立
リ
ニ

ア
見
学
セ
ン
タ
ー
に
行
き
、
非
接
触
、

で
時
速
５
０
４
㎞
の
高
速
走
行
見
学
と 

リ
ニ
ア
の
原
理
、
な
ぜ
超
伝
導
か
、
ま
た

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
役
割
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。 

帰
り
に
は
勝
沼
で
ブ
ド
ウ
狩
り
と
バ

ス
２
台
で
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
来
ま
し
た
。

こ
れ
も
会
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
米
国
の
影

響
力
低
下
、
中
国
の
台
頭
、
横
行
す
る
国

際
テ
ロ
活
動
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
動
揺

等
次
々
と
起
き
て
国
際
秩
序
で
新
た
な

危
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
「
第
一
の
矢
」
金
融

緩
和
で
デ
フ
レ
を
抑
え
「
第
二
の
矢
」
財

政
出
動
で
景
気
が
上
向
く
き
っ
か
け
を

作
り
「
第
三
の
矢
」
成
長
戦
略
で
し
た
が

不
十
分
な
状
態
。
規
制
改
革
と
し
て
農

業
、
医
療
な
ど
の
分
野
で
大
胆
な
改
革
を

期
待
し
た
い
。 

 

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

の
決
着
や
安
全
性
を
確
認
さ
れ
た
原
子

力
発
電
所
の
再
稼
働
。
ま
た
人
口
減
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
に
も
子
育
て
世
代

へ
の
支
援
等
少
子
化
対
策
を
充
実
さ
せ

て
貰
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
沢
山
あ

り
ま
す
。 

本
年
度
が
発
足
二
十
五
周
年
を
迎
え

ま
す
。
諸
先
輩
方
が
培
っ
て
き
た
成
果
を

継
承
し
、
会
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
頂
き
、
今
日
が
あ
る
と
認
識
い
た
し
て 

 

主
な
活
動
は
、
一
月
の
総
会
と
新
年

会
、
奇
数
月
の
定
例
会
と
写
真
講
評
会
、

偶
数
月
の
撮
影
会
、
そ
し
て
秋
の
写
真
展

で
す
。
今
回
は
平
成
二
十
六
年
度
撮
影
会

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

  

 

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

０４８－５８５－２６７８ 齊藤 宅 

 

「
撮
影
会
の
紹
介
」 

 

写
真
同
好
会
代
表
幹
事
：
腰
越
真
平 

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
事
業
並
び
に

各
同
好
会
へ
の
参
加
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

二
十
五
周
年
記
念
事
業
の
イ
ベ
ン
ト

は
一
泊
研
修
旅
行
を
秋
に
計
画
致
し
ま

す
。
別
途
ご
案
内
に
多
く
の
皆
様
方
に

参
加
頂
き
た
く
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。 

各
同
好
会
と
「
福
祉
イ
ベ
ン
ト
ひ
ま

あ
り
」
の
活
動
は
地
域
と
の
交
流
を
含

め
積
極
的
に
活
動
し
て
お
り
ま
す
。 

興
味
あ
る
方
は
「
東
芝
深
谷
Ｏ
Ｂ
会
」

で
検
索
い
た
だ
き
同
好
会
代
表
幹
事
ま

で
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

同 

好 

会 

活 

動 

二
月
は
厳
冬
の
日
光
を

計
画
し
た
の
で
す
が
、

あ
の
大
雪
と
重
な
り
断

念
し
ま
し
た
。 
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グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
同
好
会 

 
 

 
 

 
 

代
表
幹
事 

三
井
敏
英 

誰
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
い

つ
ま
で
も
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
し
て
一

九
八
二
年
に
誕
生
し
、
今
で
は
多
く
の

方
々
に
愛
好
さ
れ
全
国
的
な
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
普
及
し
て
い
ま
す
。
二
十
七
年
度
か

ら
は
国
体
に
も
参
加
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

私
達
同
好
会
の
仲
間
や
先
輩
達
も
市
や

県
の
大
会
を
初
め
全
国
大
会
で
も
活
躍
し

て
い
ま
す
。
会
の
特
徴
的
な
こ
と
は
会
員

に
女
性
が
多
く
参
加
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
Ｏ
Ｂ
会
員
の
奥
様
や
東
芝
お
よ
び
関

係
会
社
に
勤
め
て
い
た
方
々
も
メ
ン
バ
ー

と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

練
習
は
、
毎
月
第
一
木
曜
日
（
練
習
日
）、

第
三
木
曜
日
（
自
主
練
習
日
）
の
午
前
中

九
時
頃
か
ら
長
谷
川
香
料
脇
の
東
公
園
で

練
習
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是

非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
会
員
数
は
、
六

〇
名
で
す
。 

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｂ
会
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
も
本
年
で
四
回
目
を

迎
え
、
毎
回
約
１
０
０
人
の
方
に
参
加
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
運
営
な
ど

も
同
好
会
が
担
当
し
て
い
ま
す
。 

 

い
つ
ま
で
も
身
体
を
動
か
し
元
気
で

楽
し
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
ま
す
。 

皆
様
の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

写
真
は
、1

泊
で
い
わ
び
つ
に

行
っ
た
と
き
の
写
真
で
す
。 

1 泊でいわびつに行った時 

10 月撮影会（長野県・横谷観音） 

四
月
は
長
野
県
安
曇
野
方
面
に
桜
を
撮

り
に
行
き
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
、

夢
農
場
、
陸
郷
桜
仙
峡
な
ど
で
素
晴
ら
し

い
桜
を
撮
影
で
き
ま
し
た
。 

六
月
は
日
光
中
禅
寺
湖
で
可
憐
な
ク
リ

ン
ソ
ウ
を
撮
り
ま
し
た
。 

八
月
は
草
津
方
面
で
、
オ
ウ
仙
滝
の
素
晴

ら
し
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
の
滝
は
深
い
谷
に
あ
り
、
帰
り
は
皆
さ

ん
疲
労
困
憊
で
し
た
。 

十
月
は
長
野
県
駒
出
池
や
横
谷
観
音
で
、

素
晴
ら
し
い
紅
葉
に
出
会
い
ま
し
た
。 

前
倒
し
で
十
一
月
は
森
林
公
園
紅
葉
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
を
満
喫
し
ま
し
た
。 

撮
影
会
の
作
品
は
講
評
会
で
講
師
か
ら

指
導
を
受
け
ま
す
。 

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 
 

 

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
の
動
向 

 Ｉ
Ｔ
同
好
会
代
表
幹
事 

:

梶
山 

實 

 

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
（
正
式
な
名
称
は
深

谷
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
・
略
称
Ｆ
Ｓ

Ｐ
Ｃ
）
は
今
年
で
９
年
目
を
迎
え
ま
す
。

会
員
数
は
２
８
名
、
開
催
は
月
一
回
、
場

所
は
深
谷
上
柴
公
民
館
（
キ
ラ
ラ
上
柴
）、

利
用
Ｐ
Ｃ
は
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
７
で
す
。 

研
修
会
は
毎
回
約
１
８
名
の
参
加
者

を
得
て
盛
況
で
す
。
こ
れ
だ
け
長
く
続
く

要
因
を
顧
み
る
と
、
①
研
修
テ
ー
マ
を
家

庭
で
利
用
で
き
る
も
の
や
家
族
に
成
果

が
評
価
さ
れ
る
も
の
に
、
②
パ
ソ
コ
ン
環

境
の
変
化
の
対
応
（
Ｏ
Ｓ
，
Ｐ
Ｃ
利
用
ソ

フ
ト
、
便
利
ソ
フ
ト
の
提
供
な
ど
）、 

③
会
員
に
市
民
会
員
五
名
や
女
性
会

員
五
名
の
参
加
、
④
年
三
回
程
の
親
睦
会

開
催
な
ど
、
色
々
な
活
動
を
し
て
い
る
。 

 

研
修
風
景
や
研
修
テ
ー
マ
を
写
真
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
今
年
の
中
頃
に
は
Ｏ
Ｓ

が
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
１０
に
変
わ
る
様
で

何
か
と
忙
し
く
な
り
そ
う
で
す
。 

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
加
入
希
望
者
は
次
に

連
絡
下
さ
い
。 

（
０
４
８
―
５
７
２
―
２
８
６
３ 

梶
山
迄
） 
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「
楽
し
き
か
な
」 

ゴ
ル
フ
同
好
会
代
表
幹
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

井
崎
正
紀 

  

一
九
九
三
年
に
発
足
（
当
時
八
名
）
し

た
当
会
は
現
在
一
六
三
名
の
会
員
へ
と

増
加
し
、
中
高
年
齢
者
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
だ
が
一
方
で
は

高
齢
化
等
に
よ
り
休
眠
中
の
会
員
も
増

え
て
い
る
の
も
現
状
で
す
。 

当
会
の
主
な
活
動
は
、
年
二
回
春
と
秋

に
開
催
す
る
本
大
会
と
毎
月
初
め
に
開

催
す
る
定
例
懇
親
ゴ
ル
フ
で
す
。 

本
大
会
は
昨
年
で
四
二
回
目
を
迎
え
、

毎
回
七
〇
名
前
後
の
参
加
を
得
て
い
ま

す
。
ゴ
ル
フ
場
の
協
賛
も
有
り
多
く
の
賞

品
も
用
意
し
表
彰
式
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の

成
績
に
一
喜
一
憂
し
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

毎
月
初
め
の
木
曜
日
に
行
う
定
例
懇

親
ゴ
ル
フ
（
上
武
ゴ
ル
フ
場
）
は
新
ペ
リ

ア
方
式
で
参
加
者
も
毎
回
増
え
つ
づ
け

て
お
り
、
最
近
で
は
四
〇
名
を
超
え
る
盛

況
で
す
。 

ゴ
ル
フ
は
健
康
作
り
に
も
適
し
て
い

ま
す
。
ど
の
ゴ
ル
フ
場
で
も
中
高
年
の
男

女
が
大
半
で
す
。
今
ま
で
参
加
さ
れ
て
い

な
い
方
、
一
度
や
り
ま
せ
ん
か
。 

（
写
真
は
四
一
回
大
会
参
加
者
） 

 

 

将
棋
ゲ
ー
ム
は
各
ス
ポ
ー
ツ
と
同
じ

で
、
日
頃
の
詰
将
棋
の
練
習
が
勝
利
に
結

び
つ
き
ま
す
。
体
調
が
悪
い
と
対
局
に
勝

利
で
き
ず
、
自
己
防
衛
に
移
り
脱
会
し
、

三
年
後
に
は
認
知
症
に
な
り
、
家
族
の
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。 

 

将
棋
ゲ
ー
ム
の
お
陰
で
色
々
な
人
と
出

会
い
、
長
寿
の
秘
訣
を
学
ん
で
い
ま
す
。 

 

人
は
加
齢
と
共
に
体
力
の
衰
え
の
が
常

で
す
。
遅
ら
せ
る
に
は
頭
で
考
え
て
ヤ
ル

気
を
を
出
す
こ
と
で
す
。 

 

人
の
体
の
中
に
ナ
マ
ケ
者
が
一
匹
棲
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
ナ
マ
ケ
者
は
使
え
ば
使

う
程
期
待
に
応
え
て
、
若
さ
が
持
続
で
き

ま
す
。
そ
れ
が
筋
肉
で
す
！ 

健
康
寿
命

は
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
に
限
る
。 

軽
ハ
イ
キ
ン
グ
好
会 

代
表
幹
事
：
大
西
一
弘  

 

こ
の
原
則
に
て
実
行
し
た
活
動
は
字
数

制
限
の
た
め
、
実
施
日
と
行
き
先
の
み
記

し
ま
す
。 

①
二
十
五
年
度
春
は
「
さ
き
た
ま
古

墳
・
忍
城
歴
史
探
訪
」
②
秋
は
「
安
曇
野

の
七
色
大
カ
エ
デ
」（
初
め
て
の
ガ
イ
ド
付

き
バ
ス
ツ
ア
ー 

写
真
） 

③
二
十
六
年
度
春
は
「
武
蔵
丘
陵
森
林

公
園
」
④
秋
は
「
御
嶽
山
バ
ス
ツ
ア
ー
」

で
し
た
が
、
申
込
人
数
不
足
で
ツ
ア
ー
中

止
と
な
り
ま
し
た
。 

御
嶽
山
の
大
噴
火
の
時
期
が
ズ
レ
て
い

た
ら
と
思
う
と
今
も
ゾ
～
と
し
ま
す
。 

当
会
は
幹
事
が
名
簿
順
と
な
り
、
池
田

勲
・
内
田
安
恵
・
尾
西
時
義
各
氏
と
私
の

４
人
が
担
当
し
た
、
Ｈ
２
５
・
２
６
年
度

の
活
動
報
告
で
す
。 

総
会
に
て
従
来
通
り
春
と
秋
年
２
回

の
日
帰
り
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
す
る
事

と
し
ま
し
た
。
幹
事
会
で
計
画
の
原
則
的

な
枠
を
決
め
ま
し
た
。
そ
れ
は
た
だ
一
つ

「
安
全
第
一
」
の
枠
で
す
。
具
体
的
に
は
、

万
一
体
調
不
良
や
怪
我
の
際
に
病
院
へ 

連
れ
て
行
け
る
手
段
が
得
ら
れ
る
事
、
山

行
き
は
ガ
イ
ド
が
い
て
く
れ
る
事
で
す
。 

将
棋
ゲ
ー
ム
で
健
康
寿
命 

将
棋
代
表
幹
事 

笹
島 

義
雄 

 

将
棋
同
好
会
が
発
足
し
て
十
八
年
、
当

初
会
員
は
３
５
名
、
現
在
２
４
名
と
加
齢

に
よ
る
影
響
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
活
動

は
従
来
ど
お
り
、
旅
行
・
ハ
イ
キ
ン
グ
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
も
や
っ
て
い
ま
す
。 

H26-4-2 年間各賞の表彰風景 
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Ｏ
Ｂ
会
副
会
長
：
加
藤 

厚 
三
回
目
の
日
帰
り
研
修
会
は
、
現
在

話
題
に
な
っ
て
い
る
リ
ニ
ア
新
幹
線
が

見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
山
梨
県
立

リ
ニ
ア
見
学
セ
ン
タ
ー
を
メ
イ
ン
と
し

季
節
が
ら
ブ
ド
ウ
狩
り
、
合
わ
せ
て
ワ

イ
ナ
リ
ー
の
試
飲
が
で
き
れ
ば
と
思
い

計
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

実
施
は
九
月
二
十
五
日
、
当
初
の
予

定
人
員
を
超
え
八
十
六
名
の
多
く
の

方
々
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

リ
ニ
ア
見
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
添
乗

員
さ
ん
が
「
リ
ニ
ア
が
走
っ
て
い
る
」

と
声
を
あ
げ
ま
し
た
。
実
験
で
走
る
と

は
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
何
時
何
処
で

走
る
か
の
情
報
が
な
い
中
で
、
何
回
も

行
っ
た
り
来
た
り
の
リ
ニ
ア
新
幹
線
を 

平
成
二
十
七
年
の
主
な
行
事
予
定 

＊
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

予
定
日 

三
月
十
二
日(

木) 

場
所  

仙
元
山 

北
多
目
的
広
場 

 
 

 

＊
東
芝
深
谷
Ｏ
Ｂ
会
総
会 

予
定
日 

五
月
十
六
日
（
土
） 

場
所 

埼
玉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
深
谷 

＊
一
泊
研
修
旅
行 

予
定
日 

 

九
月
下
旬
頃 

旅
行
内
容 

 

検
討
中 

詳
細
に
つ
い
て
は
別
途
案
内
予
定
で

す
。
皆
様
に
は
予
定
を
確
保
し
て
頂
き
、

一
人
で
も
多
く
の
方
々
の
、
ご
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。 

中
鉢 

朝
五
郎
さ
ん
が
二
十
六
年
二
月 

石
井 

忠
孝
さ
ん
が
二
十
六
年
三
月 

小
山 

松
治
さ
ん
が
二
十
六
年
七
月 

田
畑 

正
さ
ん
が
二
十
六
年
八
月 

渡
邉 

進
さ
ん
が
二
十
六
年
十
月 

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
編
集
）
広
報
担
当
：
梶
山 

實 

見
学
で
き
参
加
者
一
同
、
大
い
に
盛
り

上
っ
て
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
昼
食
は
、
ろ
ば
た
料
理
山

麓
園
で
行
わ
れ
、
い
ろ
り
を
囲
み
炭
火

で
山
海
料
理
を
い
た
だ
く
と
い
う
遠
い

昔
を
し
の
び
な
が
ら
お
酒
を
酌
み
交
わ

し
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
ブ
ド
ウ
狩
り
を
楽
し
み
、

シ
ャ
ト
ウ
勝
沼
で
ワ
イ
ン
を
味
わ
い
、

少
し
の
間
だ
け
見
せ
て
く
れ
た
世
界
遺

産
の
富
士
山
を
見
て
帰
り
ま
し
た
。 

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

ひ
ま
あ
り
代
表
：
渡
部
和
夫 

平
成
二
十
六
年
度
も
皆
さ
ん
の
ご
支

援
を
受
け
活
発
に
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

●
活
動
イ
ベ
ン
ト
数
は
、
十
二
回
（
延
べ

日
数
十
四
日
）
で
し
た
。
登
録
会
員
数
は

三
八
名
で
す
が
、
二
八
名
（
七
四
％
）
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
、
一
人
あ
た
り
の
年
間

平
均
参
加
回
数
は
約
四
回
で
し
た
。 

●
定
着
し
た
支
援
先
で
あ
る
、
「
た
ん
ぽ

ぽ
作
業
所
」「
ま
き
の
木
福
祉
会
」「
し
く

ね
育
成
園
」
「
埼
玉
県
立
深
谷
は
ば
た
き

特
別
支
援
学
校
」
「
深
谷
市
福
祉
健
康
祭

り
」
で
は
我
々
の
役
割
も
期
待
度
も
大
き

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

●
本
年
は
、
深
谷
市
青
年
会
議
所
主
催
の

「
わ
く
わ
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
（
四
月
二

六
日
）
や
障
害
者
週
間
記
念
事
業
で
あ

る
、
「
平
成
二
十
六
年
度
み
ん
な
幸
せ
・

共
生
社
会
・
県
民
の
集
い
」(

十
一
月
二
三

日)

に
も
参
加
し
ま
し
た
。 

●
「
第
五
一
回
埼
玉
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
県
大
会
」
（
七
月
六
日
、
熊
谷
文
化
創

造
館
さ
く
ら
め
い
と
）
に
お
い
て
、
同
会

に
対
す
る
我
々
の
支
援
に
育
成
会
理
事

長
か
ら
感
謝
状
を
頂
ま
し
た
。 

●
昨
年
度
か
ら
始
め
た
、
Ｏ
Ｂ
会
配
布
資

料
（
白
黒
）
の
印
刷
作
業
の
請
負
事
業
も

継
続
し
て
い
ま
す
。 

●
我
々
の
活
動
に
対
し
各
施
設
か
ら
感

謝
の
言
葉
や
お
手
紙
を
頂
い
て
い
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

秋 

の 

研 

修 

旅 

行 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

 

 

H26-7-6 感謝状受領 


